
Ⅰ 平成３０年度事業報告書

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

当協会は、昭和２３年８月に財団法人埼玉県消防協会として設立され、「消

防思想を普及徹底し、消防諸施設の改善と消防活動の強化を図り、もって社

会の災害を防止し、人類共通の福祉の増進に寄与すること。」を目的に活動

している。

公益法人制度改革関連法の規定に基づき、平成２４年４月１日付けをもっ

て、公益財団法人埼玉県消防協会へ移行した。この移行と共に公益性をより

高め、県民の更なる安心・安全の確保を図り、福祉の増進に寄与することが

求められている。

当協会の事業の内容は、地域の消防・防災活動の中核的な担い手である消

防団員及び消防職員への支援を通じ、地域の災害の防止に貢献するための事

業を行っているが、その概要は次のとおりである。

１ 主な事業の概要

⑴ 第３０回埼玉県消防操法大会

平成３０年８月４日（土）埼玉県消防学校を会場とし、県と共催によ

り実施した。

ポンプ車の部に１４隊、小型ポンプの部に２隊が出場し、参加消防団

の技術の向上と士気の高揚が図られ、消防団活動の充実発展に寄与した。

なお、ポンプ車の部では日高市消防団が、小型ポンプの部では秩父市

消防団が優勝の栄誉に輝いた。

ポンプ車の部で優勝した日高市消防団は、平成３０年１０月１９日

（金）に富山県で開催された第２６回全国消防操法大会に出場し、優秀

な成績（優良賞）を収めた。

⑵ 埼玉県自治体消防７０周年記念式典（第７０回定例表彰式）

ア 表彰式概要

平成３０年１１月９日（金）「埼玉会館」を会場として、消防団、消

防団員及び企業など延べ４４団体、２，５３９人を表彰した。

イ 死亡特例表彰

在職中に死亡した消防団員７人に死亡特例表彰を授与した。



⑶  慰霊祭事業

ア 慰霊祭

平成３０年１１月１９日（月）埼玉県消防学校の屋内訓練場を会場

として、消防殉職・殉難者８４柱の御霊に対する慰霊祭を挙行、遺族

及び消防関係者３０４人が参列した。

イ 死亡弔慰金の交付

  在職中に死亡した消防団員８人、消防職員３人の計１１人の遺族に

対して弔慰金を交付した。

⑷ 消防団員研修事業

ア 住宅用火災警報器設置推進指導員研修

埼玉県防災学習センターにおいて、県内における住宅用火災警報器

の設置率向上を目的とし、熊谷市消防本部の「前原 裕氏」を講師に迎

え、住宅用火災警報器設置推進指導員研修を２回実施、消防団員等２

０２人（女性３３人）が受講した。

実 施 日 回 数 時  間 受講者数（女性数）

平成３０年
第１回

１０時００分

～１１時３０分
９９人（１６人）

９月２９日（土）
第２回

１３時００分

～１４時３０分
１０３人（１７人）

合     計 ２０２人（３３人）

イ 女性消防団員研修

埼玉県防災学習センターにおいて、女性消防団員を対象として災害

時の被害軽減を目的とした｢ＤＩＧ訓練（災害図上訓練）｣を実施した。

講師は、川越市消防団員で防災士として活躍中の｢田中緑氏｣及び同

じく防災士であり消防団員の｢大沼早苗氏｣、「二﨑博美氏」、「高橋さ

とみ氏」、「対馬代志子氏」、「有山志のぶ氏」に依頼した。

実  施  日 受 講 者 数

平成３０年１２月 ８日（土） ８８人

ウ 消防団長等幹部研修会

平成３０年１１月２２日（木）埼玉県危機管理防災センターにおい

て、消防団長等幹部研修会を開催した。

同研修会には、消防団長等８９人が参加した。



    講師には、熊谷地方気象台の中村佳之気象情報官を招き、「気象と

防災について」の講演が行われ、大変好評であった。

エ 消防団員基礎教育研修

埼玉県消防学校と連携し、現地研修修了者（概ね入団３年以内）の

新入消防団員を対象とした基礎教育研修を５回実施、合計４８５人

（女性５２人）が受講した。

回 数 実 施 日 受講者数（女性数）

第 １ 回 平成３０年１２月１５日（土） ９７人（１６人）

第 ２ 回 平成３１年 １月１２日（土） ６４人（ ９人）

第 ３ 回 平成３１年 １月１９日（土） １２８人（１６人）

第 ４ 回 平成３１年 ３月 ２日（土） １２３人（ ６人）

第 ５ 回 平成３１年 ３月２４日（日） ７３人（ ５人）

合       計 ４８５人（５２人）

オ 消防団員幹部研修（初級幹部科・指揮幹部科）

埼玉県消防学校と連携し、消防団幹部を対象とした初級幹部科・指

揮幹部科（現場指揮課程・分団指揮課程）の研修を実施、合計２３２

人（女性１人）が受講した。

種   別 実 施 日
受 講 者 数

（女性数）

初 級 幹 部 科
平成３１年 ２月 ８日（金）

平成３１年 ２月 ９日（土）

   ９１人

（１人）

指 揮

幹部科

分  団

指揮課程
平成３１年 ２月２３日（土）

   ８４人

（０人）

現  場

指揮課程

平成３１年 ３月１５日（金）

平成３１年 ３月１６日（土）

   ５７人

（０人）

合       計
２３２人

（１人）



カ 日本消防協会研修

「消防団幹部特別研修」に男性団員１人(蓮田市)、「消防団幹部候補

中央特別研修」に男性団員３人(１・２・３ブロック各１人)、女性団

員２人(２・３ブロック各１人)を推薦し、平成３１年１月から２月に

かけて全員が受講した。

⑸ 普及啓発・活性化事業

ア 全国女性消防団員活性化事業

第２４回全国女性消防団員活性化「滋賀大会」が平成３０年１１月

９日（金）に開催され、本県からは、１１消防団の女性消防団員等関

係者５０人が参加した。

イ 防火ポスターの募集及び配布

全日本消防人共済会の依頼を受け、県内小中学校あてにポスター等

の募集を行うとともに、防火ポスターの配布を行った。

今年度は、応募のあった９点から防火ポスター２点を推薦した。

なお、全日本消防人共済会から提供のあった防火ポスター１，０８

８枚を県内消防団に配布した。

ウ 埼玉県防災講演会

埼玉県防災学習センターとの共催により、県内２会場において災害

リスク評価研究所代表の「松島康生氏」を講師に迎え、県民、消防職

団員等を対象に防災講演会を実施した。

回 数 開 催 場 所 実 施 日 受講者数

第１回 三郷市文化会館 平成３０年  ６月３０日（土） ２０５人

第２回 飯能市市民会館 平成３０年１０月１３日（土） １９７人

合     計 ４０２人



⑹ 福利厚生事業

ア 消防団員等福祉共済制度

  公益財団法人日本消防協会による、消防職団員を対象とした消防団

員等福祉共済の加入給付手続を行っている。

平成３０年度は、遺族援護金１０件、障害見舞金１件、生活援護金

０件、入院見舞金４５件、合計５６件で総額１１,９１２,５００円を

給付した。

イ 育英支援金の給付

育英支援規程による、殉職消防職団員の遺児に対する育英支援金の

給付を行っている。

平成３０年度は、該当なしであった。

２ 役職員に関する事項（平成３１年３月３１日現在）

⑴ 役員数

   

（注）同一親族等特別な関係にある者の理事等の役員に占める割合０％

⑵ 事務局職員数

・常務理事兼事務局長      （常 勤） １名

・次 長            （常 勤） １名

・主 査             （常 勤） １名

・書 記              （非常勤） １名

役 職 名 常   勤 非 常 勤 備    考

会   長    ０   １名 代表理事

副 会 長    ０   ４名 理 事

理   事   １名 １７名 専務理事１名、常務理事１名

監   事    ０   ４名 団長職２名、会計管理者２名

評   議   員    ０ １６名 団長職

計   １名 ４２名



⑶ 組  織

ア 役 員

会 長(1） 本間雄一郎(団長）

  ｜

  副会長(4)  倉田健次(団長）大籏 徹(団 長）森田耕一(団 長）鈴木克典(団 長）

   ｜

  理 事(18) 新井 義一（専務理事）  小竹 清司（常務理事）

   槍田 義之（県危機管理防災部長）

団 長(10)

市 長 会(2)

町 村 会(2)

消防長会(1)

          

         監 事（4）団 長(2)

市会計管理者(2)

    評議員(16) 団 長 (16)    

  イ 事務局

   常務理事兼事務局長(1) 小竹 清司

次 長       (1) 岡野 和男

主 査     (1) 鷹野 淳子

書 記     (1) 舞原 美智子

３ その他

  付属明細書

  「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。


